
　教育学部附属中・高等学校では1月10日（土）、11日（日）
の2日間、同校において中学入学者選抜検査を実施しまし
た。出願者は589名（内訳は男子282名、女子307名）と、
昨年より11名増え、過去5年連続での増加となりました。
　昨年、交流棟が竣工してから初めての検査で、改修後に
玄関からの導線が整ったこともあり、今年度は開校以来初

となる「検査会場集合」を試みました。受検生の小学6年
生が初めての場所にたどり着けるかが懸念されましたが、
大きな混乱もなく、昨年までのように寒いこの季節に外で
集合する必要がなくなりました。
　国公立の中高一貫校は学力試験ではなく、「検査」によっ
て入学者を選抜しています。「検査」の問いは答えが1つ
ではありません。1日目は検査Ⅰ（適性検査）と検査Ⅱ（作
文）、2日目は検査Ⅲ（作業を伴うグループ面接）を行い
ました。検査Ⅰでは小学校で学習をした内容の総合力を、
検査Ⅱでは思考力や表現力を問います。検査Ⅲでは個性、
主体性、協働性を見ます。受検生はすべての検査に一生懸
命取り組んでいました。1月16日（金）には合格発表が行わ
れ、男女40名ずつ発表されました。
　同学校の入学式は4月7日（火）、豊田講堂において、中
高の新入生、新入生の保護者、そして在校生全員が参列し
て行われます。豊田講堂で全校生徒と共に新入生を迎える
ことは、同校が大切にしていることの1つです。

　大学院経済学研究科附属国際経済政策研究センターは、
12月12日（金）、日本経済新聞社名古屋支社会議室において、
第20回名古屋ビジネスセミナーを開催しました。このセミ
ナーは、本学経済学部同窓会である一般社団法人キタン会
と共同で開催しており、今回はクールジャパン機構代表取
締役社長の太田伸之氏を迎え講演が行われました。

　平成24年12月に発足した安倍政権は成長戦略の具体的
テーマの1つとして、「クールジャパンの推進」を掲げま
した。クールジャパンの推進の具体的内容として、日本の
コンテンツやファッション、文化・伝統の強みを産業化し、
それを国際展開するための官民連携による推進方策及び発
信力の強化について検討すること、特に日本食を世界に広
め、日本食材の海外展開を進めることを検討することとさ
れています。
　太田氏は、アパレル、百貨店業界等での長年の経験と実
績を買われ、クールジャパンの推進のために昨年11月に発
足した官民ファンドであるクールジャパン機構のトップに
就任しています。「おまけしない日本～クールジャパン機
構の事業戦略～」と題した講演では、クールジャパン機構
の役割は民業補完のためのリスクマネー供給であるとした
上で、地方から東京など大都市を経由せずに直接世界に進
出する動きを応援すること、またビジネスの在り方として
も安易に値引き要求には応じず高価格の理由を説明して毅
然と商売すべきことを力説しました。
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